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小名浜港湾建設事務所では、いわき市内のみなとの管理、運営及び整備を行っています。

「おなはまみなと通信」では、小名浜港をはじめとしたいわき市内の港湾・漁港の整備状況や話題等、

みなとに関する情報を発信します。
※おなはまみなと通信は、当事務所のホームページからもご覧いただけます 二次元コードはこちらです
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【ブレード】
 ・風の力を受けて回転する羽根
 の部分

【ナセル】
 ・発電機や増速機などの重要な
 機器を内部に収めた装置で、
 風エネルギーを電気に変換する

【タワー】
 ・風車を高い位置で支える柱の役割を
 担い、より強い果然をとらえるために設置

約100m

ブレード 約60m

風力発電を支える港湾拠点

車体後部が曲がることで
角度を調整できる

ブレード（羽根）

大型トレーラーに乗せ換えて運搬します

藤原ふ頭

巨大風力発電建設現場を支える小名浜港

その大きさに
圧倒される風力部材

小名浜港藤原ふ頭では近年、大型貨物船による風力発電部材の輸入が増えています。
部材は複数に分割された状態で輸入されますが、それでも一つ一つがとても大きく、重さもあります。
このため、一度に多くの部材を運べる大型貨物船での輸送が効率的です。
担当の方に聞いたところ、部材の輸入先は、ヨーロッパ、アジアなどでした。
部材は港で一時保管された後、特殊トレーラーに積み替えられ、夜間輸送で建設現場まで運ばれます。

風力発電部材の輸送に対応
した特殊トレーラーです。
部材を安全に運搬できるよ
うにカーブや交差点などで
は車体の後部が曲がる仕組
みになっているんだよ。

どちらも
約60m

風力部材が主に、発電機がドイツ、
ブレードはポルトガル、タワーは韓
国から船で港へ輸送されているよ
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風力発電の柱の部分
「タワー」
このタワーを何本も
組み立て、建設され
ます。
完成高さは８０ｍ以上！

小名浜港は再生可能エネルギー施設の整備を支えているおり、迫力のある
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いわき市内や周辺において、多くの風力発電の建設計画が進められ
ているため、風力発電部材の取り扱いが増えています。
小名浜港は再生可能エネルギーへの取り組みを港から支えています。

風車の羽根、その長さはいわきマリンタワー級

特殊大型トレーラーで運搬
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今年度を振り返ると、４月に外航クルーズ船
「リビエラ」の寄港、８月は小名浜道路開通、
９月には「いわき・ら・ら・ミュウ」が道の駅
としてグランドオープンなど、様々な面から
小名浜港がフォーカスされた１年となりました。
小名浜港は今年５月に開港７０周年を迎える

ことから、多くの方に小名浜港の魅力を伝える
ために令和８年度も積極的なＰＲを展開して
まいります。

小名浜港の大きさは、東は三崎公園付近から西
はマリーナまで全長が約6km、その陸域が約4.1k㎡、
水域が約15.8k㎡で合わせて約20k㎡もあり、東京
ディズニーランドの約40個分になります。
この大きさを体感するためには、小名浜港観光

遊覧船「サンシャインシーガル」への乗船をぜひ
お勧めします。約40分間のクルージングを楽しみ
ながら、マリンブリッジ下を潜るタイミング、そ
うトン数５万トンを超える大型貨物船やコンテナ
船など、想像を絶する光景を目にすることができ
ます。また夕刻は、光り輝く水面と山並みに沈む
美しいサンセットシーンがとてもロマンチックな
雰囲気を醸し出してくれます。

この大きさを体感するために
は、小名浜港観光遊覧船「サン
シャインシーガル」への乗船を
ぜひお勧めします。

臨港道路２号線内の「小名浜港トンネル」を
抜けると港の風景が飛び込んできます。港に近い
ことから、トンネル坑口は船の形をイメージした
特徴的なデザインとなっています。
港内には、この他にも港をイメージした意匠の

造形物が数多くありますので、探してみてはいか
がでしょうか。

約40分間のクルージングを楽しみながら、マリ
ンブリッジ下を潜るタイミング、総トン数５万ト
ンを超える大型貨物船やコンテナ船など、想像を
絶する光景を目にすることができます。また夕刻
は、光り輝く水面と山並みに沈む美しいサンセッ
トシーンがとてもロマンチックな雰囲気を醸し出
してくれます。
より一層、春の陽気が感じられる季節になって

きますので、海上から小名浜港をご覧になってみ
てはいかがでしょうか。

小名浜港観光遊覧船「サンシャイ
ンシーガル」では、約40分間のク
ルージングを楽しむことができます。
マリンブリッジ下をくぐるタイミ

ング、総トン数５万トンを超える大
型貨物船やコンテナ船など、普段目
にしない光景、また、夕方になると、
やさしい西日に包まれた港の風景を
ゆったりと楽しめます。

約40分間のクルージングを楽しみながら、マリ
ンブリッジ下を潜るタイミング、総トン数５万ト
ンを超える大型貨物船やコンテナ船など、想像を
絶する光景を目にすることができます。また夕方
になると、やさしい西日に包まれます。夕陽に染
まる港の風景を遊覧船からゆったりと楽しんでみ
ませんか。
より一層、春の陽気が感じられる季節になって

きますので、海上から小名浜港をご覧になってみ
てはいかがでしょうか。

令和７年度の終わりに

小名浜港の観光案内

ビューポイントの１つ
小名浜マリンブリッジ

春の陽気が
感じられる季節
クルージングへ

出かけてみませんか！

観光遊覧船
「サンシャインシーガル」

下から見上げる
マリンブリッジは、
見ごたえがあるよ
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